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北区住まい・暮らしのアンケート 
１．区内居住者アンケート調査 

（１）調査概要 

１）調査の目的 

区民の皆様が住まいに対して日頃から感じていることや、北区の住宅政策に対するご意見や

ご要望などを把握し、住宅マスタープランに反映させることを目的とする。 

 

２）主な調査内容 

本調査の内容は、以下のようになっています。 

調査項目 設問数 

１ 現在の住まいとまわりの環境について ７ 

２ 今後の住まいについて ３ 

３ あなたがご高齢になったときの住まい方について ３ 

４ 新しい暮らし方について ３ 

５ コミュニティについて ２ 

６ 住まいの周りの防災・防犯について ４ 

７ 区の住宅政策に対する要望について ２ 

８ あなた自身やご家族について ８ 

 合計設問数 ３２ 

 

３）調査対象・調査方法 

区内にお住まいの 18 歳以上の方から、無作為に合計 3,000 人を抽出し、郵送による配布を

行い、郵送と WEB の２種類の回答方法で回収し調査を実施した。 

 

４）調査実施期間 

【発 送 日】令和６年７月２５日（木） 

【回 収 期 日】令和６年８月９日（金） 

 

５）回収状況 

・配布総数：3,000 票 

・返送数：7 票 

・回収数：735 票（回収率 24.6％） 

（内、郵送回答 519 票（70.6％）、WEB 回答 216 票（29.4％）） 
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（２）調査結果 

１）回答者属性 

①回答者の年齢                  ②世帯人数 

     
 

 

③世帯主の数           ④③の世帯主でない場合、世帯主の年齢 

項目 回答数 割合 

総数 723 100.0% 

世帯主である 431 58.6% 

世帯主ではない 292 39.7% 
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⑤家族構成 

 

⑥世帯内の高齢者について 

 

⑦居住期間 

 

21.0% (153)

26.6% (194)

5.8% (42)

11.7% (85)

15.2% (111)

0.4% (3)

1.0% (7)

7.3% (53)

1.2% (9)

1.6% (12)

8.2% (60)

0% 10% 20% 30%

単身（１人）

夫婦のみ（２人）

夫婦と子ども（６歳未満）

夫婦と子ども（６歳以上18歳未満）

夫婦と子ども（18歳以上）

ひとり親と子ども（６歳未満）

ひとり親と子ども（６歳以上18歳未満）

ひとり親と子ども（18歳以上）

夫婦と親（２世代）

親と夫婦と子ども（３世代）

その他

n=729

18.6% (122)

29.1% (191)

52.4% (344)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族全員が65歳以上である

65歳以上の家族がいる

65歳以上の家族はいない

n=657

6.1% (45)

2.0% (15)

13.1% (96)

17.2% (126)

13.7% (100)

10.0% (73)

37.8% (277)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生まれたときから住んでいる

1年未満

１～５年未満

５～10年未満

10～15年未満

15～20年未満

20年以上

n=732
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⑧居住地区 

 

 

⑨世帯全体の昨年 1 年間の収入 

 
 

 

  

7.4% (54)

18.7% (137)

14.6% (107)

6.1% (45)

25.6% (188)

22.6% (166)

5.0% (37)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

浮間

赤羽西

赤羽東

王子西

王子東

滝野川西

滝野川東

n=734

15.3% (109)

14.5% (103)

9.4% (67)

9.1% (65)

13.4% (95)

15.6% (111)

13.6% (97)

5.9% (42)

3.1% (22)

17.5% (152)

12.7% (110)

13.7% (119)

9.8% (85)

15.0% (130)

16.0% (139)

10.6% (92)

4.7% (41)

0% 5% 10% 15% 20%

200万円未満

200～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～700万円未満

700～1000万円未満

1000～1500万円未満

1500万円以上

その他

R6調査結果（n=711）

H30調査結果(n=868)
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２）現在の住まいとまわりの環境について 

①現在のお住まいについて［問１（１つに○印）］ 

 

 

②住宅の広さについて［問２（１つに○印）］ 

  

  

30.4% (223)

19.9% (146)

18.0% (132)

8.3% (61)

8.0% (59)

7.1% (52)

4.5% (33)

1.4% (10)

2.5% (18)

32.4% (293)

14.9% (135)

23.5% (213)

6.1% (55)

8.7% (79)

5.2% (47)

3.6% (33)

2.9% (26)

2.7% (24)

0% 10% 20% 30% 40%

一戸建ての持ち家（新築で購入または建て替え）

分譲マンション（新築で購入または建て替え）

民間の賃貸住宅

ＵＲ・公社の賃貸住宅

区営住宅・都営住宅

分譲マンション（中古で購入）

一戸建ての持ち家（中古で購入）

社宅・寮

その他

R6調査結果（n=734）

H30調査結果(n=905)

6.1% (42)

5.5% (38)

9.5% (66)

11.8% (82)

19.3% (134)

20.3% (141)

11.1% (77)

16.3% (113)

7.0% (58)

7.6% (63)

11.1% (92)

11.5% (95)

19.7% (163)

19.5% (161)

10.9% (90)

12.6% (104)

0% 10% 20% 30%

25㎡未満

25～29㎡

30～39㎡

40～49㎡

50～64㎡

65～79㎡

80～99㎡

100㎡以上
R6調査結果（n=693）

H30調査結果(n=826)
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③建築年について［問３（１つに○印）］ 

 

「※平成 23 年以降」は、H30 年調査のみ 

 

④構造について［問４（１つに○印）］ 

 

 

  

12.3% (88)

13.3% (95)

14.3% (102)

16.8% (120)

19.2% (137)

9.5% (68)

10.2% (73)

4.3% (31)

12.4% (108)

16.4% (143)

14.5% (126)

22.0% (191)

16.4% (143)

18.3% (159)

0% 10% 20% 30% 40%

昭和45年以前

昭和46～55年

昭和56～平成２年

平成３～12年

平成13～22年

※平成23年以降

平成23～27年

平成28～令和2年

令和３年以降
R6調査結果（n=714）

H30調査結果(n=870)

31.8% (230)

57.9% (419)

9.3% (67)

1.1% (8)

33.8% (304)

54.6% (491)

10.2% (92)

1.3% (12)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

木造

鉄筋（鉄骨）コンクリート

鉄骨造

その他 R6調査結果（n=724）

H30調査結果(n=899)
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⑤現在の住まいについての満足度［問５（各 1つに〇印）］ 

現在の住まいの満足度についてみると、「プライバシー」、「総合的な評価」の順で「満足」「やや満

足」と答えた方の合計が７５％を超えて高くなっており、次いで「日当たりや風通し」が約７３％と

なっています。一方で、「庭の有無、広さ」については、「やや不満」「不満」と答えた方が約４９％

と最も低くなっています。 

また、平成 30 年度に実施したアンケートと比較すると、全体的に変化は少ないものの、変化が最

も大きい「住宅に要する費用（ローンや家賃）」では、「満足」「やや満足」と答えた方の合計が約 4

ポイント高くなっています。 

 

【参考：平成 30 年度調査】 

 

25.6 

23.1 

18.7 

21.7 

25.6 

23.4 

15.4 

30.4 

26.0 

22.5 

17.7 

17.9 

10.0 

17.7 

13.0 

43.4 

42.7 

33.2 

38.9 

43.3 

45.7 

31.4 

41.4 

50.2 

44.1 

42.5 

47.3 

43.8 

39.1 

60.5 

22.4 

24.5 

31.3 

25.4 

20.4 

23.1 

25.1 

18.3 

17.4 

23.5 

26.7 

24.0 

30.1 

23.8 

19.4 

8.6 

9.7 

16.8 

14.0 

10.7 

7.8 

28.1 

10.0 

6.5 

9.9 

13.1 

10.8 

16.1 

19.4 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅の広さ

間取り・部屋数

収納スペース

建物の老朽度

便所・浴室

台所の水回り等

庭の有無、広さ

日当たりや風通し

プライバシー

住宅に要する費用（ローンや家賃）

遮音性や断熱性

耐震性や耐久性

構造や設備等の高齢化・障害者への対応

駐車・駐輪スペース

総合的な評価

満足 まあ満足 やや不満 不満
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⑥現在の住まいの周辺環境についての満足度［問６（各項目１つに○印）］ 

現在の住まいの周辺環境についての満足度は、全ての項目で「満足」「やや満足」と答えた方の割合

が高くなっており、特に「通勤・通学の利便性」が約 88％、次に「日常の買い物の便利さ」が約 81％、

「診療所や病院などの医療機関への便利さ」が約 80％と 8 割を超えて高くなっています。 

また、平成 30 年度に実施したアンケートと比較すると、「満足」「やや満足」と答えた方のうち、

最も変化の大きい「火災時の安全性」が約 8 ポイント、次に「周囲の道路の安全性」が約６ポイント

と高くなっており、安心・安全に関する項目で満足度が高まっていることが考えられます。 

 

【参考：平成 30年度調査】 

  

 

18.6

20.6

17.2

18.6

15.1

10.1

15.1

35.7

30.3

23.9

16.9

14.9

9.0

6.9

8.5

46.9

53.7

47.2

50.2

50.6

43.0

51.4

52.5

48.6

55.4

48.6

63.0

48.4

56.3

70.1

23.9

19.0

25.6

23.0

28.0

34.7

26.0

9.8

16.3

17.0

28.0

19.3

33.4

28.7

18.2

10.6

6.8

10.0

8.3

6.3

12.3

7.5

2.1

4.7

3.6

6.4

2.8

9.2

8.1

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

騒音・振動

近隣の樹木や生垣、街路樹等の緑

建物のこみぐあい

前面道路の幅

周囲の道路の安全性

火災時の安全性

公園・広場・子どもの遊び場などの公共空間

通勤・通学の利便性

日常の買い物の便利さ

診療所や病院などの医療機関への便利さ

集会施設や図書館・スポーツ施設などへの便利さ

子育てしやすい環境

まちなみの美しさや景観

近隣づきあいや地域の連帯感

総合的な評価

満足 まあ満足 やや不満 不満
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⑦北区に居住していて、感じていることについて［問７（すべてに〇印）］ 

北区に居住していて感じていることについて、「都心へのアクセスが良い」が約 86％、次いで「通

勤•通学への交通の便が良い」が約 69％、「最寄り駅へのアクセスが良い」が約 67％と高くなって

います。 

また、割合の低い項目をみると、「文化•芸術活動が活発」が約７％、次に「地域コミュニティが

活発」が約 10％、「保育園の整備状況が良い」が約 12％となっています。 

 

  

85.8% (629)

69.3% (508)

66.7% (489)

57.2% (419)

40.4% (296)

36.2% (265)

34.2% (251)

34.1% (250)

31.1% (228)

27.1% (199)

25.5% (187)

25.0% (183)

23.7% (174)

20.1% (147)

19.0% (139)

17.9% (131)

15.8% (116)

15.1% (111)

12.1% (89)

10.1% (74)

6.5% (48)

1.9% (14)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都心へのアクセスが良い

通勤•通学への交通の便が良い

最寄り駅へのアクセスが良い

買い物の利便性が高い

治安状況が良い

自然災害が少ない

住宅の条件（広さ、日当たり、静けさ）が良い

公園•自然環境が良い

道路•下水道などの都市基盤が整備されている

配偶者が住んでいた、

または親族•知人が近くに住んでいる

家賃•住宅価格が適当

生まれ育ったところだから

まち並みやまちの雰囲気が良い

医療•福祉が充実している

公共施設（図書館、スポーツ施設等）が豊富

子育て環境が良い

住宅が用意されていたから

（社宅、家族と同居、家族の持家）

小中高などの教育環境が良い

保育園の整備状況が良い

地域コミュニティが活発

文化•芸術活動が活発

その他

n=733
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３）今後の住まいについて 

①今後のお住まいで考えていることについて。［問８（１つに○印）］ 

今後の住まいについては、全体で最も多いのは「現在の住まいに住み続けたい」で約 47%、次い

で「当分は住み続けるが将来は分からない」が約 36%となっています。 

また、平成 30 年度に実施したアンケートと比較すると、全体の傾向に大きな変化がなかったこ

とがみられます。 

 
 

〇現在の居住形態別の今後の住まいの意向について［問１×問８］ 

「持ち家（一戸建て）」と「持ち家（分譲マンション）」に居住していると答えた方をみると、

「現在の住まいに住み続けたい」が半数を占めており、「民間賃貸住宅」をみると「現在の住まい

に住み続けたい」が約５％と低く、「いずれは住み替えたい」では約３４％と高くなっています。 

 

 

 

  

46.8% (324)

36.1% (250)

12.4% (86)

4.8% (33)

44.4% (389)

35.3% (309)

13.4% (117)

7.0% (61)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

現在の住まいに住みつづけたい

当分は住みつづけるが将来はわからない

いずれは住み替えたい

住み替える予定である
R6調査結果（n=693）

H30調査結果(n=876)
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〇現在の居住地別の今後の住まいの意向について［問 29×問８］ 

各地区の「現在の住まいに住み続けたい」をみると、「浮間地区」が約 62％最も高く、次いで

「赤羽地区」が約 48％、「滝野川地区」「王子地区」が約 44％となっています。 

 

 

【各地区の内訳】 
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②住み替えの時期について。［問９-1（３つまでに○印）］ 

住み替えの時期については、全体で最も多いのは「老後の備えを考えるとき」で約４１％、次に

「今の住宅に問題が生じたとき」が約３２％、「良い物件が見つかったとき」が約２８％となってい

ます。一方で、子どもが生まれたときや子どものライフステージが変わることに関わる項目につい

ては全体でみても低い傾向にあります。 

また、平成３０年度に実施したアンケートと比較すると、「老後の備えを考えるとき」が約８ポイ

ント高くなっており、「資金調達ができたとき」や「契約更新のとき」においては約６ポイント低く

なっています。 

 

 

③住み替えるときは、どの地域で探すことになるか。［問９-２（１つに○印）］ 

住み替えるときの地域については、全体で最も多いのは「特に考えていない」の約３９％、次に

「北区内」が約１８％、「今の住まいの近く（徒歩圏内程度）」が約１４％となっており、平成３０年

実施の調査と比較しても全体の傾向に大きな変化がないことがみられます。 

 

41.2% (152)

31.7% (117)

27.6% (102)

12.7% (47)

12.5% (46)

12.2% (45)

9.2% (34)

7.9% (29)

7.3% (27)

6.8% (25)

3.5% (13)

3.3% (12)

2.7% (10)

2.2% (8)

0.8% (3)

4.1% (15)

33.0% (158)

30.7% (147)

30.3% (145)

18.8% (90)

15.0% (72)

12.3% (59)

11.9% (57)

10.0% (48)

12.9% (62)

6.1% (29)

5.0% (24)

5.8% (28)

2.3% (11)

5.8% (28)

1.9% (9)

6.5% (31)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

老後の備えを考えるとき

今の住宅に問題が生じたとき

良い物件が見つかったとき

資金調達ができたとき

就職、転職、転勤するとき

子どもが独立するとき

新婚や、親世帯から独立するとき

年収があがったとき

契約更新のとき

親や子どもと同居するとき

子どもが生まれたとき

子どもが小学校・中学校に入学するとき

子どもが高校・専門学校・大学に入学するとき

子どもが２人、３人に増えたとき

子どもが幼稚園・保育園に入園するとき

その他

R6調査結果（n=369）

H30調査結果(n=479)

38.8% (143)

18.2% (67)

14.1% (52)

10.8% (40)

7.3% (27)

6.8% (25)

1.9% (7)

0.8% (3)

38.9% (185)

16.8% (80)

17.7% (84)

9.7% (46)

6.7% (32)

7.4% (35)

0.8% (4)

1.9% (9)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特に考えていない

北区内

今の住まいの近く（徒歩圏内程度）

都外

その他（都内）

北区に隣接する区（板橋・豊島・荒川・足立・文京）

北区に隣接する市（川口市・戸田市）

都心3区（千代田区・中央区・港区）

R6調査結果（n=369）

H30調査結果(n=475)
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４）あなたがご高齢になったときの住まい方について 

①高齢になった時に（既に高齢の方も含む）、考えている住まい方について。［問 10（す

べてに○印）］ 

高齢期の住まいについて、全体で最も高い「今の自宅をリフォームして住み続ける」と答えた人は

約３２%となっています。次に「特に考えていない」が約３１％、「高齢者向けの施設や住宅に住み

替える」が約 2６%となっています。 

「リバースモーゲージやリースバック等を活用して資金をつくり、自宅に住み続ける」と答えた

方においては約５％と最も低くなっています。 

 

 

【参考：H30 年調査結果】高齢期の住まいとして希望する住宅形態 

 

  

31.5% (225)

30.8% (220)

25.9% (185)

15.8% (113)

11.5% (82)

9.5% (68)

8.5% (61)

7.6% (54)

4.6% (33)

3.5% (25)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今の自宅をリフォームして住み続ける

特に考えていない

高齢者向けの施設や住宅に住み替える

適度な規模の住宅に住み替える

地方の落ち着いた地域に住み替える

親族等と同居する

生活利便性・交通利便性の良い中心部に住み替える

親族等と隣居・近居する

リバースモーゲージやリースバック等を活用して資金をつく

り、自宅に住み続ける

その他

n=714

13.6
5.7

8.0
11.8

4.1
12.6

5.7
24.7

9.3
4.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

一戸建ての持ち家（新築で購入または建て替え）

一戸建ての持ち家（中古で購入）

分譲マンション（新築で購入または建て替え）

分譲マンション（中古で購入）

ＵＲ・公社の賃貸住宅

区営住宅・区民住宅・都営住宅等の公的住宅

民間の賃貸住宅

サービス付き高齢者向け住宅

老人ホームなどの施設

その他
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〇家族内の高齢者の有無別にみた、今後の住まい方について［問 27×問 10］ 

全体で最も高かった「今の自宅をリフォームして住み続ける」では、「65 歳以上の家族がい

る」が約 38％と「65 歳以上の家族はいない」に比べて約 10 ポイント高くなっています。 

また、「65 歳以上の家族はいない」をみると、「地方の落ち着いた地域に住み替える」では約

1０ポイント、「適度な規模の住宅に住み替える」では約８ポイント、「生活利便性・交通利便性

の良い中心部に住み替える」では約７ポイントと「65 歳以上の家族がいる」と答えた方に比べ

て高くなっています。 

 
※「65歳以上の家族がいる」は「家族全員 65 歳以上である」を含む 

②将来、現在お住まいの住宅を必要としなくなった場合について［問 11（すべてに○印）］ 

現在の住まいの今後については、「子・親族などに譲渡する」が約３４％と最も多く、「売却する」

が約３３％、「持ち家でないため、考えていない」が約２９％となっており、それ以外の項目におい

ては 14％以下の回答となっています。 

 

 

 

38.4% (116)

32.8% (99)

23.5% (71)

13.2% (40)

11.6% (35)

7.3% (22)

7.0% (21)

5.3% (16)

4.3% (13)

3.6% (11)

28.2% (97)

27.6% (95)

26.5% (91)

20.9% (72)

8.7% (30)

7.8% (27)

16.9% (58)

11.9% (41)

2.0% (7)

6.1% (21)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今の自宅をリフォームして住み続ける

特に考えていない

高齢者向けの施設や住宅に住み替える

適度な規模の住宅に住み替える

親族等と同居する

親族等と隣居・近居する

地方の落ち着いた地域に住み替える

生活利便性・交通利便性の良い中心部に住み替える

その他

リバースモーゲージやリースバック等を活用して資金を

つくり、自宅に住み続ける

65歳以上の家族がいる(n=302)

65歳以上の家族はいない(n=344)

34.0% (238)

33.2% (232)

28.8% (201)

13.9% (97)

10.9% (76)

3.3% (23)

1.4% (10)

0.9% (6)

0.4% (3)

1.1% (8)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子・親族などに譲渡する

売却する

持ち家でないため、考えていない

わからない

賃貸する

解体する

空き家になる

別荘や二次的住宅として利用する

物置として利用する

その他

n=699
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③高齢になったとき安心して暮らすために必要と思うもの。［問 12（３つまでに○印）］ 

高齢期に向けた住まいに必要だと思うものについて、「バリアフリーに配慮した住宅設備（手すり

や段差等）」が約５８％と最も高く、「安否確認などの見守りサービス」が約４６％、「高齢者が入居

しやすい賃貸住宅の普及」が４５％となっています。 

 

 

〇回答者の年齢別にみた、高齢になったとき安心して暮らすために必要と思うもの［問

12×問 23］ 

６５歳以上の方をみると「緊急通報システム機器を設置する」では６５歳未満の方と比べて約

１１ポイント、「安否確認などの見守りサービス」では１０ポイント高くなっています。一方で、

65 歳未満の方をみると、「高齢者が入居しやすい賃貸住宅の普及」が６５歳以上の方と比べて

１５ポイント高くなっています。 

 

 

 

57.8% (413)

45.9% (328)

44.8% (320)

33.3% (238)

32.6% (233)

26.3% (188)

2.9% (21)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バリアフリーに配慮した住宅設備（手すりや段差等）

安否確認などの見守りサービス

高齢者が入居しやすい賃貸住宅の普及

生活に関する相談窓口や支援

緊急通報システム機器を設置する

配食サービス

その他

n=715

54.7% (156)

51.6% (147)

38.6% (110)

36.1% (103)

35.4% (101)

27.7% (79)

2.5% (7)

60.1% (255)

41.7% (177)

28.1% (119)

51.2% (217)

31.8% (135)

25.2% (107)

3.3% (14)

0% 20% 40% 60% 80%

バリアフリーに配慮した住宅設備（手すりや段差等）

安否確認などの見守りサービス

緊急通報システム機器を設置する

高齢者が入居しやすい賃貸住宅の普及

生活に関する相談窓口や支援

配食サービス

その他
65歳以上(n=285)

65歳未満(n=424)
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５）新しい暮らし方について 

①日頃の生活について、次の生活観やライフスタイルのうち、大切にしていることや共

感していること。［問 13-1（すべてに○印）、問 13-2 の１番］ 

近年の区内居住者が大切または共感するライフスタイルについては、「生活利便性重視」が約６

４％と最も高く、次に「定住志向」が約５６％、「スローライフ、健康志向」が約４４％となってい

ます。一方で、「非定住志向」は約２％と最も低く、次に「ノマドワーキング」と「マルチハビテー

ション」が約３％と低くなっています。 

 

 

 

63.6% (446)

55.5% (389)

43.8% (307)

35.5% (249)

20.1% (141)

19.7% (138)

16.3% (114)

13.4% (94)

11.7% (82)

9.6% (67)

5.3% (37)

5.1% (36)

3.4% (24)

2.6% (18)

2.0% (14)

25.6% (147)

27.7% (159)

11.5% (66)

12.0% (69)

3.8% (22)

1.6% (9)

4.2% (24)

2.4% (14)

5.9% (34)

0.5% (3)

0.7% (4)

0.3% (2)

2.6% (15)

0.2% (1)

1.0% (6)

0% 20% 40% 60% 80%

生活利便性重視

定住志向

スローライフ、健康志向

プライベート重視

職住近接

サステナブル志向（環境志向）

ミニマリズム（必要最小限志向）

在宅勤務

仕事重視

所有志向

兼業・副業

シェアリング志向（モノ、サービス）

マルチハビテーション（複数拠点生活）

ノマドワーキング（特定の職場等を持たない働き方）

非定住志向

大切にしていて共感しているもの n=701

特に大切にしているもの（１位） n=575
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②どのようなサービスを利用しているか。［問 14（すべてに○印）］ 

日常で利用しているサービスについて、全体でみると、「ネット通販」が約６３％と半数を占めて

おり、次に「サブスク（音楽・動画・電子書籍）」が約 31%、「利用しているものはない」が約２6％、

「フードデリバリー（出前）」が約２4％となっています。 

 

［参考］区内居住者アンケート調査と転入者アンケート調査の合計 

 

63.3% (438)

30.5% (211)

26.3% (182)

24.4% (169)

20.2% (140)

7.5% (52)

7.2% (50)

5.1% (35)

2.6% (18)

2.5% (17)

1.6% (11)

0.6% (4)

0.4% (3)

0.3% (2)

0.3% (2)

0.1% (1)

0.9% (6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ネット通販

サブスク（音楽・動画・電子書籍）

利用しているものはない

フードデリバリー（出前）

食材の宅配サービス

カーシェアリング

配車サービス

シェアサイクル（自転車）

移動販売

太陽光発電などによる売電

コワーキングスペース

電気自家用車の蓄電池（電力）の自宅利用（V２H）

サブスククローゼット（衣服）

サブスク家具

住宅のサブスク

シェアハウス

その他

n=692
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６）コミュニティについて 

①町会・自治会への加入状況について。［問 15（１つに○印）］ 

全体で最も多いのは「加入しているが、活動には参加していない」で約 41%、次に「加入してお

り、活動に参加している」が約 21%となっており、全体で町会への加入率は約 6２％となっており、

平成３０年に実施した調査の結果とほぼ同様の結果となっています。 

 
 

〇現在の居住形態別町会への加入状況［問１×問 15］ 

「持ち家（一戸建て）」をみると、「加入しているが、活動には参加していない」が約 57％と最

も高くなっています。また、「持ち家（分譲マンション）」をみると、「加入しているが、活動には

参加していない」が約 46％と最も高く、「加入しており、活動に参加している」が約１％と低い

結果となっています。 

一方で、「民間の賃貸住宅」では「加入していないし、必要性も感じない」が約４５％と最も高

く、「わからない」が約 26％となっています。 

 

 
  

41.4% (298)

20.9% (150)

18.9% (136)

12.7% (91)

3.6% (26)

2.5% (18)

41.1% (367)

20.5% (183)

19.4% (173)

11.2% (100)

4.7% (42)

3.0% (27)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

加入しているが、活動には参加していない

加入しており、活動に参加している

加入していないし、必要性も感じない

わからない

加入したいが、機会や方法が分からない

その他
R6調査結果（n=719）

H30調査結果(n=892)
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②北区の子育て環境について地域の人で（もしくは社会で）支えあっていると感じるか。

［問 16（１つに○印）］ 

「強く感じている」が約３％と最も低くなっているものの、「強く感じている」と「どちらかとい

えば、そう感じている」を合わせてみると約５１％と、「どちらかといえば、支えあえていないと感

じている」と「支えあえていないと感じている」を合わせた割合よりも高い結果になっています。 

 
 

〇18 歳未満の子どもがいる子育て世帯別にみた子育て環境の支え合いについて［問 26

×問 16］ 

回答者全体の結果と子育て世帯（18 歳未満の子どもがいる世帯）を比べてみると、子育て世帯

（18 歳未満の子どもがいる世帯）の方が、「強く感じている」と「どちらかといえば、そう感じ

ている」と答えた方が高くなっています。 

  

  

2.9% (20)

48.4% (328)

23.6% (160)

11.8% (80)

13.3% (90)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

強く感じている

どちらかといえば、そう感じている

どちらかといえば、支えあえていないと感じている

支えあえていないと感じている

その他

n=678

5.1% (7)

65.0% (89)

19.0% (26)

9.5% (13)

1.5% (2)

3.0% (20)

48.6% (328)

23.6% (159)

11.9% (80)

13.0% (88)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

強く感じている

どちらかといえば、そう感じている

どちらかといえば、支えあえていないと感じている

支えあえていないと感じている

その他

子育て世帯(n=137)

全体(n=675)
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７）住まいの周りの防災・防犯について 

①家庭の中で災害の発生に対して行っている備えについて。［問 17（すべてに○印）、問

17×問 1］ 

「全体」をみると、「飲料水の備蓄」が約７０％、次に「食料の備蓄」が約５５％、「マスク・消毒

液等感染症対策用品の準備」と「ハザードマップの確認」が約４４％となっています。 

また、現在の居住形態別でみると、「民間賃貸住宅」と「公的賃貸住宅」に居住している方の災害

時の備えが持ち家に居住している方に比べて低い傾向にあります。 

 

70.2% (508)

55.1% (399)

43.9% (318)

43.6% (316)

40.6% (294)

36.2% (262)

36.0% (261)

35.6% (258)

14.2% (103)

10.8% (78)

0.3% (2)

75.0% (189)

56.7% (143)

45.6% (115)

44.0% (111)

46.8% (118)

40.9% (103)

45.6% (115)

36.9% (93)

17.9% (45)

9.1% (23)

0.0% (0)

75.1% (148)

58.9% (116)

46.7% (92)

47.7% (94)

45.7% (90)

38.6% (76)

39.6% (78)

37.6% (74)

12.7% (25)

6.1% (12)

0.5% (1)

63.4% (83)

51.9% (68)

39.7% (52)

44.3% (58)

29.8% (39)

33.6% (44)

15.3% (20)

35.1% (46)

9.9% (13)

13.7% (18)

0.0% (0)

61.2% (71)

48.3% (56)

40.5% (47)

37.1% (43)

31.0% (36)

25.9% (30)

29.3% (34)

31.0% (36)

12.1% (14)

19.0% (22)

0.0% (0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲料水の備蓄

食料の備蓄

マスク・消毒液等感染症対策用品の準備

ハザードマップの確認

避難用品の準備

避難所等の確認

家具等の転倒防止対策

常備薬の確保

通信手段の確保

対策は特に行っていない

その他

総数（n=724） 一戸建て（持ち家）（n=252）

分譲マンション（持ち家）（n=197） 民間賃貸住宅（n=131）

公的賃貸住宅（区営・都営・UR・公社）（n=116）
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②東京都北区水害ハザードマップを見たことがあるか。［問 18（１つに○印）］ 

全体でみると、「見て、自宅の浸水深を確認した」が約３３％と最も多く、次に「見たが、内容ま

では覚えていない」が約３２％、「見て、内容は確認した」が約２９％となっていることから、ハザ

ードマップをみている人は高くなっています。 

 

 

〇現在の居住形態別の水害ハザードマップの確認状況について［問 1×問 18］ 

現在の居住形態別にみると、「持ち家（一戸建て）」と「持ち家（分譲マンション）」では、「見

て、自宅の浸水深を確認した」が高い一方で、「民間賃貸住宅」や「公的賃貸住宅」では「見た

が、内容までは覚えていない」や「そのような地図は見たことがない」が高くなっています。 

 
 

 

  

33.0% (237)

29.4% (211)

31.8% (228)

5.7% (41)

0.1% (1)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

見て、自宅の浸水深を確認した

見て、内容は確認した

見たが、内容までは覚えていない

そのような地図は見たことがない

その他

n=718
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③耐震診断・耐震改修の実施状況について。［問 19（１つに○印）］ 

全体でみると、「住宅が新しく、耐震診断・耐震改修は必要ない」が約２３％と最も高く、次に「耐

震診断を実施したいと思っているが、なかなか出来ない」が約２０％となっており、平成３０年に実

施したアンケートと比較してみると、その２つともに約５～６ポイントの低下傾向にあります。 

また、「耐震診断をする予定がある」と答えた方は約 1%と最も低くなっています。 

 

〇築年数別の耐震診断・耐震改修の状況について［問 3×問 19］ 

現在の住まいの築年数別にみると、旧耐震基準（昭和５５年以前）の住宅では、「耐震診断を

実施したいと思っているが、なかなかできない」が高くなっています。 

 

22.6% (131)

20.0% (116)

10.5% (61)

10.0% (58)

3.3% (19)

1.7% (10)

1.0% (6)

・R6年調査項目なし

30.9% (179)

28.8% (236)

24.5% (201)

8.8% (72)

9.8% (80)

11.2% (92)

2.3% (19)

・H30年調査項目なし

14.6% (120)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住宅が新しく、耐震診断・耐震改修は必要ない

耐震診断を実施したいと思っているが、なかなか出来ない

耐震改修を実施した

耐震診断を実施して問題がなかった

耐震診断・耐震改修には関心がない

耐震診断を実施して問題があったが、耐震改修は実施し

ていない

耐震診断をする予定がある

耐震診断を実施したい

わからない

R6調査結果（n=580）

H30調査結果(n=820)
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④防犯対策について特に重要だと思うこと。（１つに○印）［問 20］ 

全体でみると、「防犯設備の設置」が約３６％と最も高く、「防犯に対する自己意識」が約３4％と

なっています。 

  

 

【参考：平成 30年調査結果】 

  

36.3% (256)

33.6% (237)

18.7% (132)

10.6% (75)

0.8% (6)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

防犯設備の設置

防犯に対する自己意識

地域での防犯活動

日頃の情報の収集

その他

n=701

15.7

7.9

22.9

15.1

0.6

37.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

防犯設備を設置している

地域で防犯活動を実施している

防犯に対して高い意識を持つようにしている

情報を得られるようにしている

その他

特に何もしていない



24 

８）区の住宅政策に対する要望について 

①北区での住宅やあなたを取り巻く地域の環境に対する取り組みの方向性として、重要

だと思うものについて。［問 21（３つまでに○印）］ 

「高齢になっても暮らしやすい居住支援や住環境づくり」が約４４％と最も高く、次に「安全・安

心な地域づくり（防災・防犯対策の充実）」が約３８％、「住宅の耐震性・安全性の確保」が約３２％、

「誰もが暮らしやすい居住支援や住環境づくり」が約２０％となっています。 

居住支援に関する取り組みや安全・安心に関する住環境づくりの取り組みが高くなっています。 

 

 

 

  

11.3% (81)

31.8% (228)

15.8% (113)

37.8% (271)

7.4% (53)

13.7% (98)

13.8% (99)

11.9% (85)

44.1% (316)

14.8% (106)

8.7% (62)

2.2% (16)

19.7% (141)

17.3% (124)

12.0% (86)

3.8% (27)

1.4% (10)

6.1% (44)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

長持ちする住宅の供給 （最長100年住宅など）

住宅の耐震性・安全性の確保

空家等対策の推進

安全・安心な地域づくり（防災・防犯対策の充実）

まちづくりと一体となった良質な住宅の供給（再開発、住宅

団地の建替え・再生）

みどり豊かで地球環境に貢献するやすらぎの住まいづくり

子育て世帯・若年層の住宅の確保

子ども・家庭への支援との連携

高齢になっても暮らしやすい居住支援や住環境づくり

高齢者世帯等の生活の場の確保

公営住宅の供給・維持管理

関連分野との居住支援体制の整備

誰もが暮らしやすい居住支援や住環境づくり

まちがいきいきとする住環境の維持向上（生活利便性、まち

の魅力づくり 等）

魅力的な住環境の整備（北区らしい景観の形成）

北区の住まいに関する情報の発信

ポストコロナの暮らしやDXに対応した新たな住まい方

省エネ・再エネ住宅の普及・促進

n=716
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②北区の住宅政策における、情報の入手先について。［問 22(３つまでに○印)］ 

「北区ニュース（広報誌）」は約７９％と最も高く、全体の８割を占めており、次に「区公式ホー

ムページ」が約２２％、「北区くらしのガイド」が約１３％となっており、「北区ニュース（広報誌）」

の利用率が高くなっています。 

 

 

 

  

79.2% (567)

22.1% (158)

20.3% (145)

14.8% (106)

12.8% (92)

8.4% (60)

7.7% (55)

5.7% (41)

3.4% (24)

1.5% (11)

1.3% (9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北区ニュース（広報誌）

区公式ホームページ

掲示板

区政情報は特に入手していない

北区くらしのガイド

区の施設・窓口にあるポスターやパンフレット

区公式ＳＮＳ（ＬＩＮＥ・Ｆａｃｅｂｏｏｋ・X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ））

区役所への問合せ

Ｊ：ＣＯＭ東京北（Ｊ：ＣＯＭチャンネル）

区の情報を確認できるアプリ等情報配信サービス※

その他

n=716

※マチイロ・マチマチ・「安全・安心」快適メール・
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２．転入者アンケート調査 

（１）調査概要 

１）調査の目的 

長年続いていた北区の人口減少傾向が増加傾向に転換したことを踏まえ、区外からの転入者を対

象に実施し、北区を居住地として選択した理由やニーズ等を把握することで、今後一層北区が伸ば

すべき魅力を発見し、住宅マスタープランに反映させることを目的する。 

 

２）主な調査内容 

本調査の主な内容は、以下のようになっています。 

引っ越し前後の世帯構成や住まいについて 
引っ越しをするときのきっかけや決め手 
引っ越し後に住んでみて感じること 
日常の中での生活感やライフスタイル 

 合計設問数 １６ 

３）調査対象・調査方法 

令和 4 年度、令和 5 年度の各年度において北区に転入された１８歳以上の方から、無作為にそれ

ぞれ 1,000 人を抽出し、郵送による配布を行い、郵送と WEB の２種類の回答方法で回収し調査を

実施した。 

 

４）調査実施期間 

【発 送 日】令和６年７月 31 日（水） 

【回 収 期 日】令和６年８月 14 日（水） 

 

５）回収状況 

・配布総数：2,000 票 

・返送数：２４票 

・回収数：378 票（回収率 19.1％） 

（内、郵送回答 176 票（46.6％）、WEB 回答 202 票（53.4％）） 
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（２）調査結果 

１）回答者属性 

①回答者の年齢［問１］ 

 

 

②北区に引っ越してきた時点の職業［問２］ 

 

 

③北区に引っ越してきた前と後の世帯構成［問３］ 

 

 

  

35.4% (134)

32.3% (122)

13.2% (50)

10.1% (38)

1.3% (5)

4.5% (17)

3.2% (12)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

29歳以下

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

n=378

4.5% (17)

64.6% (244)

5.8% (22)

4.8% (18)

10.8% (41)

6.6% (25)

2.9% (11)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自営業

正規社員（会社員•公務員）など

派遣社員（パート•アルバイト）など

専業主婦•専業主夫

学生

無職

その他

n=378
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２）回答結果 

①北区に引っ越したきっかけ［問４（すべてに〇印）］ 

「仕事の都合」は約３４％と最も高く、次に「住宅の都合」が約２４％、「家庭の都合」が約２3％

となっています。一方で「子どもが生まれた、生まれる予定があった」が約 1%と最も低く、次に「子

育て環境の向上のため」が約 3％となっており、子どもに関わる都合において低い傾向にある。 

また、平成２９年度に実施したアンケート調査と比較してみると、「仕事の都合」が約１１ポイン

ト程度低下している一方で、「家庭の都合」が約４ポイント、「生活環境の向上のため」が約６ポイン

トの上昇がみらる。 

 

 

〇北区に引っ越したきっかけ別、日常の生活感・ライフスタイルについて［問 4（抜粋）

×問 12-1（抜粋）］ 

「仕事上の都合」、「家庭の都合」、「生活環境の向上のため」と答えた方をみると、「プライベート

重視」や「生活利便性重視」が多くなっている。 

 

 

  

33.6% (127)

23.5% (89)

22.5% (85)

20.1% (76)

7.7% (29)

3.4% (13)

2.9% (11)

1.3% (5)

9.5% (36)

44.6% (227)

29.1% (148)

18.7% (95)

14.3% (73)

2.8% (14)

2.9% (15)

3.3% (17)

5.7% (29)

6.7% (34)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事上の都合

住宅の都合（住宅の購入、借家の借り換えなど）

家庭の都合（結婚、親の介護など）

生活環境の向上のため

あなたの学校上の都合

子どもの学校上の都合

子育て環境の向上のため

子どもが生まれた、生まれる予定があった

その他
R6年度調査(n=378)

H29年度調査（n=509）
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②引っ越しの決め手について［問５（３つまでに〇印）］ 

「通勤•通学への交通の便が良い」が約５4％と最も高く、次に「都心へのアクセスが良い」が約

３４％、「家賃・住宅価格が適当」が約３1％、「最寄り駅へのアクセスが良い」が約 26％となって

おり、交通利便性に関わる項目の割合が高くなっている。 

 

 

  

54.3% (204)

33.8% (127)

31.4% (118)

26.1% (98)

21.0% (79)

13.6% (51)

13.0% (49)

9.8% (37)

5.3% (20)

5.3% (20)

5.1% (19)

2.9% (11)

2.7% (10)

1.1% (4)

0.8% (3)

0.5% (2)

0.5% (2)

0.5% (2)

0.3% (1)

0.0% (0)

0.0% (0)

7.2% (27)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤•通学への交通の便が良い

都心へのアクセスが良い

家賃•住宅価格が適当

最寄り駅へのアクセスが良い

住宅の条件（広さ、日当たり、静けさ）が良い

住宅が用意されていたから（社宅、家族と同居、家族の持家）

配偶者が住んでいた、または親族•知人が近くに住んでいる

買い物の利便性が高い

まち並みやまちの雰囲気が良い

治安状況が良い

公園•自然環境が良い

自然災害が少ない

生まれ育ったところだから

保育園の整備状況が良い

医療•福祉が充実している

文化•芸術活動が活発

子育て環境が良い

公共施設（図書館、スポーツ施設等）が豊富

地域コミュニティが活発

小中高などの教育環境が良い

道路•下水道などの都市基盤が整備されている

その他

n=376
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③引っ越し先を決める際に調べた北区の行政サービスについて［問６（すべてに〇印）］ 

全体でみると、「調べていない」が約７３％と最も高くなっており、次に「ホームページを自分で

調べた」が約２１％となっている。 

 

 

④引っ越し先を探す時に、どのように検討したか。［問７（〇印は１つ）］ 

全体でみると、「他の区市町村を含めて探したが、北区に決めた」が約６3％と最も高く半数以上

を占めており、次に「北区に住むことを決めていた」が約１９％となっている。 

 

 

⑤引っ越し先を探した時に、どのような地域に住もうと思っていたか。［問８（すべてに

〇印）］ 

全体でみると「勤務地・通学地から近い地域」が約６２％と最も高く、その次の選択肢では、約５

０％近く下がり、「引っ越し前に利用していた鉄道沿線の地域」と「引っ越し前の生活圏から近い地

域」が約１３％となっている。 

 
  

72.9% (274)

20.5% (77)

5.6% (21)

2.4% (9)

1.6% (6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調べていない

ホームページを自分で調べた

人から口コミを聞いていた

その他の媒体から自分で調べた

広報誌を自分で調べた

n=376

19.3% (72)

63.1% (236)

17.6% (66)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北区に住むことを決めていた

他の区市町村を含めて探したが、北区に決めた

北区に住むしかなかった（社宅•同居する家族の家など）

n=374

62.0% (230)

13.2% (49)

13.2% (49)

12.9% (48)

12.9% (48)

16.4% (61)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務地•通学地から近い地域

引っ越し前に利用していた鉄道沿線の地域

引っ越し前の生活圏から近い地域

親の家または子どもの家から近い地域

住みたいと思っていた地域（上記を除く）

その他

n=371
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⑥北区に引っ越しする前と後では、お住まいの種類はそれぞれ次のうちどれにあてはま

りますか。［問９（各 1つに〇印）］ 

引越しする前と後の住まいの種類について、「持ち家以外→持ち家以外」が約６４％と半数以上を

占めており、次に「民間の借家→民間の借家」が約４１％となっている。 

平成２９年度に実施したアンケートと比較すると、「民間の借家→民間の借家」が約５ポイント上

昇しており、持ち家を入手した割合や「持ち家を手放す」と答えた方の割合が低下している。 

 

 

 

  

7.3% (27)

3.8% (14)

6.8% (25)

41.2% (152)

23.3% (86)

17.6% (65)

6.3% (32)

6.9% (35)

8.5% (43)

36.0% (182)

21.0% (106)

21.2% (107)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家→持ち家

持ち家（一戸建て）を入手

持ち家（マンション）を入手

民間の借家→民間の借家

持ち家以外→持ち家以外

持ち家を手放す
R6年度調査(n=369)

H29年度調査（n=505）
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⑥北区に住んでみて良かった点［問 10（すべてに〇印）］ 

全体でみると「交通の便が良い」が約７５％と最も高く、次に「買い物などの日常生活が便利」が

約５１％、「住宅価格・家賃が適当」が約３９％、「居住環境が静か」が約３４％となっている。 

一方で、「教育環境が良い」と「公立学校の教育が良い」が約２％と最も低く、次に「福祉が充実

している」が約４％である。 

平成２９年に実施した北区転出入者アンケート調査と比較してみると、「住宅価格・家賃が適当」

が最も差が大きく約９ポイント高くなっています。一方で、「親や子どもの家に近い」が約６ポイン

ト、「職場環境が近い」が約５ポイントの低下傾向にある。 

 

 

  

75.0% (282)

50.8% (191)

38.8% (146)

33.8% (127)

33.0% (124)

25.8% (97)

21.5% (81)

18.9% (71)

12.0% (45)

11.2% (42)

9.3% (35)

8.5% (32)

6.9% (26)

3.7% (14)

3.5% (13)

1.9% (7)

1.6% (6)

3.2% (12)

74.9% (382)

50.6% (258)

30.4% (155)

33.7% (172)

37.8% (193)

22.2% (113)

17.8% (91)

19.0% (97)

17.5% (89)

7.6% (39)

7.3% (37)

11.8% (60)

10.4% (53)

4.9% (25)

4.5% (23)

1.6% (8)

1.4% (7)

3.9% (20)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通の便が良い

買い物など日常生活が便利

住宅価格•家賃が適当

居住環境が静か

職場•学校が近い

鉄道•道路など都市基盤が整備されている

治安が良い

緑が多い

親や子どもの家に近い

医療環境が充実している

街のイメージが良い

知り合いや友人がいる

子育てしやすい

近所づきあいが良い

福祉が充実している

公立学校の教育内容が良い

教育環境が良い

その他

R6年度調査(n=376)

H29年度調査（n=499）



33 

⑦北区に住んでみて悪かった点［問 11（すべてに〇印）］ 

全体でみると「治安が悪い」が約２1％と最も高く、次に「知り合いや友人がいない」が約１９％、

「街のイメージが悪い」と「買い物など日常生活が不便」が約１８％となっている。 

一方で、「公立学校の教育が悪い」が約１％と最も低く、次に「教育環境が悪い」が約３％、「子育

てしにくい」が約４％となっており、子育て環境に関する選択肢が低い傾向にある。 

平成２９年に実施した北区転出入者アンケート調査と比較してみると、「居住環境が賑やか」が約

６ポイント、「街のイメージが悪い」と「福祉が充実していない」が約４ポイントの上昇傾向にある。 

 

  

20.6% (72)

18.9% (66)

18.1% (63)

17.8% (62)

12.9% (45)

12.0% (42)

10.0% (35)

8.6% (30)

7.2% (25)

6.6% (23)

6.6% (23)

5.7% (20)

5.4% (19)

4.9% (17)

3.4% (12)

2.9% (10)

0.9% (3)

22.3% (78)

18.4% (94)

15.5% (79)

13.9% (71)

18.2% (93)

6.5% (33)

10.8% (55)

8.2% (42)

8.6% (44)

3.3% (17)

4.3% (22)

7.3% (37)

2.7% (14)

4.7% (24)

4.9% (25)

4.3% (22)

2.9% (15)

2.2% (11)

16.7% (85)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

治安が悪い

知り合いや友人がいない

街のイメージが悪い

買い物など日常生活が不便

居住環境が賑やか

住宅価格•家賃が適当でない

緑が少ない

医療環境が充実していない

福祉が充実していない

交通の便が悪い

親や子どもの家に遠い

職場• 学校が遠い

鉄道•道路など都市基盤が整備されていない

近所づきあいが悪い

子育てしにくい

教育環境が悪い

公立学校の教育内容が悪い

その他

R6年度調査(n=349)

H29年度調査（n=414）
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⑧あなたの日頃の生活について、大切にしていることや共感している生活観やライフス

タイル［問 12-1（すべてに〇印）、問 12-2 の１番］ 

全体でみると、「生活利便性重視」が約６０％ともっとも高く、次に「プライベート重視」が約５

４％となっており、そこから約２５％下がり、「定住志向」が約２９％、「スローライフ、健康志向」

が約２７％となっている。 

 

  

59.6% (223)

53.7% (201)

28.9% (108)

26.5% (99)

24.3% (91)

23.0% (86)

22.5% (84)

13.6% (51)

13.4% (50)

11.5% (43)

7.8% (29)

6.7% (25)

6.4% (24)

4.3% (16)

3.7% (14)

22.8% (77)

25.4% (86)

12.4% (42)

5.9% (20)

8.0% (27)

4.4% (15)

11.5% (39)

1.8% (6)

0.6% (2)

2.7% (9)

0.6% (2)

1.2% (4)

0.9% (3)

0.9% (3)

0.9% (3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活利便性重視

プライベート重視

定住志向

スローライフ、健康志向

職住近接

在宅勤務

仕事重視

ミニマリズム（必要最小限志向）

サステナブル志向（環境志向）

非定住志向

シェアリング志向（モノ、サービス）

所有志向

兼業・副業

マルチハビテーション（複数拠点生活）

ノマドワーキング（特定の職場等を持たない働き方）

大切にしていて共感しているもの n=374

特に大切にしているもの（１位） n=338
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〇年齢別日頃の生活について、大切にしていることや共感している生活観やライフ

スタイル［問 12-1×問１］ 

回答数の多かった「生活利便性重視」や「プライベート重視」をみると、どの年齢層も半数程

度となっている。また、全体の回答数は少ないものの「在宅勤務」や「非定住志向」をみると「29

歳以下」と「30 歳～49 歳」の回答率が高くなっている。 
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⑨利用しているサービスについて［問 13（すべてに〇印）］ 

全体でみると「ネット通販」が約７５％と最も高く、次に「サブスク」が約 59％、「フードデリ

バリー」が約３7％となっており、そこから約２０％下がり「カーシェアリング」が約１６％となっ

ている。 

 

⑩北区のシティプロモーションの認知度について［問 14（１つに〇印）］ 

全体でみると、「知らなかった」が最も高く約 84％を占めている。 

 
 

⑪北区のシティプロモーションの取組が北区を転入先を決めるときに参考にしたか。［問

15（１つに〇印）］ 

全体でみると「あまり参考にならなかった」が最も高く、約 79％を占めている。 

 

74.7% (278)

58.9% (219)

37.4% (139)

16.1% (60)

14.2% (53)

13.7% (51)

11.6% (43)

9.4% (35)

6.7% (25)

2.4% (9)

2.4% (9)

1.9% (7)

1.9% (7)

0.8% (3)

0.3% (1)

0.3% (1)

1.3% (5)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ネット通販

サブスク（音楽・動画・電子書籍）

フードデリバリー（出前）

カーシェアリング

食材の宅配サービス

シェアサイクル（自転車）

利用しているものはない

配車サービス

コワーキングスペース

シェアハウス

移動販売

サブスク家具

サブスククローゼット（衣服）

電気自家用車の蓄電池（電力）の自宅利用（V２H）

住宅のサブスク

太陽光発電などによる売電

その他

n=372

2.9% (11)

13.6% (51)

83.5% (313)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

転入前から知っていた

転入後に知った

知らなかった

n=375

5.8% (21)

15.0% (54)

79.2% (285)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても参考になった

まあまあ参考になった

あまり参考にならなかった

n=360
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３．区外居住者アンケート調査 

（１）調査概要 

１）調査の目的 

区外居住者の北区における住まいのイメージ・住環境に対するニーズ・課題などを把握するこ

とを目的とした。 

 

２）主な調査内容 

本調査の内容は、以下のようになっています。 

調査項目 設問数 

１ あなたの現在のお住まいについて ４ 

２ 東京都北区についておうかがいします ５ 

３ あなたのライフスタイルや生活観について ３ 

 合計設問数 1２ 

 

３）調査対象・調査方法 

北区に隣接する市区にお住まいの 18 歳以上の方を対象に、民間調査会社によるモニターア

ンケートにより、インターネット上でアンケートを配信して回答を集めた。 

地域ごとのサンプル数は下表のとおりである。 

■調査対象地域とサンプル数 

居住している地域 サンプル数 

埼玉県川口市 150 

埼玉県さいたま市 150 

東京都豊島区 150 

東京都板橋区 150 

東京都足立区 150 

合計 750 

 

４）調査実施期間 

令和６年７月 10 日（水）～令和６年７月 11 日（木） 
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（２）調査結果 

１）回答者属性 

①性別 

男性が約７割、女性が約３割となっている。 

 

 

 

②年齢別 

最も多いのは 50 代で、約 3 割となっています。また、60 代以上の高齢者は、全体の約

37%となっている。 

 

 

 

  

70.1% 

(526)

29.9% 

(224)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性
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１）あなたの現在のお住まいについて 

①ご家族の構成について［問１（１つに○印）］ 

最も多いのは「単身（1 人）」で約 31％となっています。また、子どもがいる家庭（「夫婦と子

ども」「ひとり親と子ども」「親と夫婦と子ども」と回答した方）を全て合わせると、約 35％とな

っている。 
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②現在のお住まいについて［問２（１つに○印）］ 

「一戸建ての持ち家（新築で購入または建替え）」が約 33％と最も多くなっています。また持

家の方（「一戸建ての持ち家」「分譲マンション」）を全て合わせると、約 64％となっている。 

平成 30 年度に実施した調査結果と比較してみると、「一戸建ての持ち家（新築で購入または建

替え）」の割合が約 8 ポイント増えており、「分譲マンション（新築で購入）」においては約 5 ポイ

ント減少している。 
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③今後のお住まいについて［問３（１つに○印）］ 

「現在の住まいに住み続けたい」という方が約 41％、それ以外の回答をし、住み替える可能性

のある方が合計で約 59％となっている。 

 

 

 

④住み替えの時期について［問４（３つまでに○印）］ 

「老後の備えを考えるとき」が約 37％と最も多く、次いで、「良い物件が見つかったとき」が

約 31％、「今の住宅に問題が生じたとき」が約 20％となっている。 

 

 

  

41.3% (310)

33.5% (251)

16.5% (124)

8.7% (65)

36.3% (254)

36.1% (253)

18.3% (128)

9.3% (65)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

現在の住まいに住み続けたい

当分は住み続けるが将来は分からない

いずれは住み替えたい

近い将来住み替える予定である R6年度調査(n=750)

H30年度調査(n=700)

7.5% (33)

1.8% (8)

7.3% (32)

1.6% (7)

1.8% (8)

0.0% (0)

1.8% (8)

1.6% (7)

9.1% (40)

5.2% (23)

13.4% (59)

31.1% (137)

19.8% (87)

11.6% (51)

36.8% (162)

4.1% (18)

11.7% (52)

6.1% (27)

9.9% (44)

3.8% (17)

4.3% (19)

0.9% (4)

3.8% (17)

1.6% (7)

10.3% (46)

6.3% (28)

14.3% (64)

26.2% (117)

17.3% (77)

10.3% (46)

19.5% (87)

14.6% (65)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

結婚や、親世帯から独立するとき

親や子どもと同居するとき

就職、転職、転勤するとき

子どもが生まれたとき

子どもが2人、3人に増えたとき

子どもが幼稚園・保育園等に入園するとき

子どもが小学校・中学校に入学するとき

子どもが高校・専門学校・大学に入学するとき

子どもが独立するとき

年収があがったとき

資金調達ができたとき

良い物件が見つかったとき

今の住宅に問題が生じたとき

契約更新のとき

老後の備えを考えるとき

その他

R6年度調査(n=750)

H30年度調査(n=700)
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⑤住み替え先を選ぶ際に重視すること［問５（３つまでに○印）］ 

「居住費（購入価格、家賃）」が約 58％と最も多く、次いで、「住宅の間取り、面積」が約 39％、

「日常の買い物や飲食などの商業施設の利便性」が 35％となっている。 

 

 
 

 

  

58.0% (255)

38.9% (171)

23.0% (101)

34.5% (152)

11.8% (52)

5.0% (22)

3.2% (14)

4.5% (20)

20.7% (91)

4.1% (18)

11.1% (49)

20.0% (88)

4.1% (18)

1.6% (7)

0.5% (2)

1.8% (8)

1.6% (7)

8.2% (36)

57.4% (256)

46.9% (209)

35.0% (156)

28.3% (126)

8.5% (38)

3.1% (14)

4.9% (22)

3.6% (16)

17.5% (78)

3.8% (17)

7.2% (32)

18.2% (81)

4.3% (19)

0.9% (4)

0.2% (1)

1.1% (5)

3.6% (16)

5.8% (26)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

居住費（購入価格、家賃）

住宅の間取り、面積

通勤・通学の利便性

日常の買い物や飲食などの商業施設の利便性

医療機関の充実・利便性

高齢者、障害者向けの福祉施設の整備状況

子育てや子どもの教育環境

緑や空気などの自然環境

公共交通機関の利便性

まちなみや景観

災害に強いまちであること

治安が良いこと

まちのイメージや雰囲気

地域住民のコミュニティや交流の有無

都市の知名度やブランド力

行政の住宅確保のための支援制度

その他

特にない

R6年度調査(n=750)

H30年度調査(n=700)
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２）北区について 

①東京都北区に住んだことはありますか。［問６（１つに○印）］ 

「住んだことがある」とした方は全体の約 10％となっている。 

 

 

 

②住宅地として東京都北区に持っているイメージについて［問７（すべてに○印）］ 

「特に持っているイメージはない」とした方以外では、「通勤・通学に便利」が約 24％、「日常

の買い物が便利」が約 20％と多く、生活の利便性に関わるイメージが強いと考えられる。 

 

 

9.7%

(73)
90.3% (677)

0% 50% 100%

住んだことがある

住んだことはない

47.1% (353)

23.6% (177)

19.6% (147)

14.9% (112)

13.1% (98)

12.5% (94)

12.4% (93)

9.6% (72)

6.3% (47)

6.0% (45)

4.3% (32)

4.0% (30)

3.6% (27)

3.3% (25)

2.9% (22)

2.8% (21)

2.5% (19)

1.2% (9)

43.7% (306)

25.3% (177)

21.4% (150)

12.7% (89)

14.9% (104)

16.1% (113)

11.4% (80)

11.9% (83)

5.0% (35)

6.3% (44)

3.9% (27)

4.0% (28)

5.3% (37)

3.4% (24)

1.3% (9)

2.7% (19)

2.7% (19)

2.0% (14)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特に持っているイメージはない

通勤・通学に便利

日常の買い物が便利

公共交通機関が充実している

手頃な価格で適切な「賃貸住宅」がある

手頃な価格で適切な「分譲マンション」がある

手頃な価格で適切な「戸建住宅」がある

公的住宅が多く立地している

住んでみたいまちである

緑や空気など自然環境が良い

まちのイメージや雰囲気が良い

医療機関が充実している

子育てしやすい環境である

高齢者、障害者向けの福祉施設が充実している

若者が多く住んでいる

教育環境が良い

文化・レクリエーション施設が充実している

まちなみが美しく景観が良い

R6年度調査(n=750)

H30年度調査(n=700)
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③今後の住み替え先として、東京都北区に住む予定について［問８（１つに○印）］ 

「現在、住む予定はなく、今後も居住地として検討はしない」が約 33％と最も多くなっていま

す。また、北区に居住することを検討していると考えられる、「住む予定である（第 1 候補である）」

「居住候補地の一つとして考えている」とした方は合わせて約 8％となっている。 

 

 

④今後東京都北区に住み替えた場合の具体的な居住形態［問９（１つに○印）］ 

「民間の賃貸住宅」とした方が約 28％と最も多く、一戸建てを検討している方は「一戸建ての

持ち家（新築で購入）」が約 11％、「一戸建ての持ち家（中古で購入）」は 0％となっている。 

また、賃貸を検討している方（「都市再生機構（UR 賃貸住宅）・東京都住宅供給公社（JKK）の

賃貸住宅」「区営住宅・区民住宅・都営住宅等の公的住宅」「民間の賃貸住宅」）は合わせて 15 件

（41.7％）となっている。 

平成 30 年度に実施した調査結果と比較してみると、「一戸建ての持ち家」や「分譲マンション」

において減少傾向にあり、一方で「民間の賃貸住宅」などの賃貸住宅が増加傾向にある。 

 

 

0.2%

(1)

8.0%

(35)

27.7% 

(122)

32.5%

(143)

31.6%

(139)

0% 20% 40% 60% 80% 100% 住む予定である（第1候補であ

る）

居住候補地の一つとして考えて

いる

現在、住む予定はないが、条件

があえば検討したい

現在、住む予定はなく、今後も居

住地として検討はしない

分からない
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⑤今後東京都北区に居住する際に、重要視することや必要な条件について［問 10（３つ

までに○印）］ 

「家賃・住宅価格が適当」が約 44％と最も多く、次いで「最寄り駅へのアクセスが良い」が約

41％、「住宅の条件（広さ、日当たり、静けさ）が良い」が約 32％となっている。 

 

  

44.3% (70)

41.1% (65)

31.6% (50)

31.0% (49)

27.2% (43)

22.8% (36)

16.5% (26)

11.4% (18)

10.1% (16)

7.6% (12)

7.6% (12)

2.5% (4)

1.3% (2)

1.3% (2)

1.3% (2)

0.6% (1)

0.6% (1)

0.6% (1)

0.6% (1)

0.0% (0)

0.0% (0)

1.3% (2)

68.9% (113)

22.0% (36)

<－>

45.1% (74)

39.0% (64)

<－>

<－>

4.9% (8)

9.1% (15)

<－>

5.5% (9)

7.3% (12)

<－>

<－>

<－>

5.5% (9)

4.9% (8)

2.4% (4)

1.8% (3)

<－>

10.4% (17)

<－>

2.4% (4)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家賃・住宅価格が適当

<手頃な価格で適切な住宅があること>

最寄り駅へのアクセスが良い

<公共交通機関が充実していること>

住宅の条件（広さ、日当たり、静けさ）が良い

<H30調査なし>

買い物の利便性が高い

<日常の買い物に便利なこと>

通勤・通学への交通の便が良い

<通勤・通学に便利なこと>

都心へのアクセスが良い

<H30調査なし>

治安状況が良い

<H30調査なし>

医療・福祉が充実している

<高齢者、障害者向けの福祉施設に近く、便利であること>

<医療機関に近く便利であること>

自然災害が少ない

<H30調査なし>

まち並みやまちの雰囲気が良い

<まちなみが美しく景観が良いこと>

公園・自然環境が良い

<緑や空気など自然環境が良いこと>

道路・下水道などの都市基盤が整備されている

<H30調査なし>

地域コミュニティが活発

<H30調査なし>

公共施設（図書館、スポーツ施設等）が豊富

<H30調査なし>

生まれ育ったところだから

<よく知っている場所であること>

文化・芸術活動が活発

<文化・レクリエーション施設等に近く便利なこと>

小中高などの教育環境が良い

<教育施設が整っていること>

配偶者が住んでいた、または親族・知人が近くに住んでいる

<親戚や知人などが近くにいること>

住宅が用意されているから（社宅、家族と同居、家族の持家）

<H30調査なし>

子育て環境が良い

<子育てしやすい環境であること>

保育園の整備状況が良い

<H30調査なし>

その他

令和６年度調査（n=158）

<平成30年度調査>（n=164）
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３）あなたのライフスタイルや生活観について 

①ライフスタイルや生活観で大切にしていることや共感していること［問 11-1（すべてに○印）］ 

「定住志向」が約 36％と最も多く、次いで「プライベート重視」が約 33％、「生活利便性重視」

が約 30％となっている。 
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②①で選択した中で特に大切にしているもの［問 11-２（３つまでに○印）］ 

 

 
  

26.4% (161)

22.6% (138)

22.3% (136)

8.5% (52)

3.9% (24)

3.6% (22)

3.3% (20)

3.1% (19)

1.6% (10)

1.3% (8)

1.1% (7)

1.0% (6)

0.8% (5)

0.5% (3)

0.0% (0)

16.3% (60)

18.8% (69)

16.3% (60)

12.8% (47)

3.5% (13)

6.3% (23)

4.9% (18)

5.2% (19)

1.1% (4)

2.7% (10)

4.9% (18)

1.1% (4)

1.4% (5)

3.5% (13)

1.1% (4)

14.5% (31)

12.1% (26)

10.7% (23)

13.6% (29)

3.7% (8)

7.0% (15)

8.4% (18)

7.9% (17)

2.3% (5)

2.3% (5)

7.0% (15)

1.4% (3)

1.9% (4)

6.1% (13)

0.9% (2)

0% 10% 20% 30%

定住志向

プライベート重視

生活利便性重視

スローライフ、健康志向

仕事重視

在宅勤務

職住近接

ミニマリズム（必要最小限志向）

非定住志向

兼業・副業

所有志向

ノマドワーキング（特定の職場等を持たない働き方）

マルチハビテーション（複数拠点生活）

サステナブル志向（環境志向）

シェアリング志向（モノ、サービス）

1位 2位 3位
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③利用しているサービスについて［問 12（すべてに○印）］ 

「ネット通販」が約 62％と最も多く、次いで「利用しているものはない」「サブスク（音楽・

動画・電子書籍）」が約 26％となっている。 
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４．３調査共通調査結果 

１）北区に居住している（する）場合に関して［区内：問７、転入：問５、区外：問 10］ 

・3 調査ともに上位 5 番以内の項目をみると、「最寄り駅へのアクセスが良い」、「通勤•通学への交通の

便が良い」が選ばれており、交通利便性に関する項目が上位になっている。 

・一方で、16～21 番目で 3 調査ともに共通した項目をみると、「子育て環境が良い」、「小中高などの

教育環境が良い」、「文化•芸術活動が活発」が選ばれており、子育てに関する順位が低くなっている。 

・区外居住者の回答結果をみると、「家賃・住宅価格が適当」が重視することや条件として、１位である

一方で、21 項目中、区内居住者では 11 番目、転入者調査では 3 番目となっている。 

 

順
位 

区内居住者アンケート 
（居住していて、感じていること） 

転入者アンケート 
（引っ越しの決め手） 

区外居住者アンケート 
（居住する際に重要視すること
や必要な条件） 

1 都心へのアクセスが良い 通勤•通学への交通の便が良い 家賃・住宅価格が適当 

2 通勤•通学への交通の便が良い 都心へのアクセスが良い 最寄り駅へのアクセスが良い 

3 最寄り駅へのアクセスが良い 家賃•住宅価格が適当 
住宅の条件（広さ、日当たり、静
けさ）が良い 

4 買い物の利便性が高い 最寄り駅へのアクセスが良い 買い物の利便性が高い 

5 治安状況が良い 
住宅の条件（広さ、日当たり、静
けさ）が良い 

通勤•通学への交通の便が良い 

6 自然災害が少ない 
住宅が用意されていたから（社
宅、家族と同居、家族の持家） 

都心へのアクセスが良い 

7 
住宅の条件（広さ、日当たり、静
けさ）が良い 

配偶者が住んでいた、または親
族•知人が近くに住んでいる 

治安状況が良い 

8 公園•自然環境が良い 買い物の利便性が高い 医療•福祉が充実している 

9 
道路•下水道などの都市基盤が
整備されている 

まち並みやまちの雰囲気が良い 自然災害が少ない 

10 
配偶者が住んでいた、または親
族•知人が近くに住んでいる 

治安状況が良い まち並みやまちの雰囲気が良い 

11 家賃•住宅価格が適当 公園•自然環境が良い 公園•自然環境が良い 

12 生まれ育ったところだから 自然災害が少ない 
道路・下水道などの都市基盤が
整備されている 

13 まち並みやまちの雰囲気が良い 生まれ育ったところだから 地域コミュニティが活発 

14 医療•福祉が充実している 保育園の整備状況が良い 
公共施設（図書館、スポーツ施
設等）が豊富 

15 
公共施設（図書館、スポーツ施
設等）が豊富 

医療•福祉が充実している 生まれ育ったところだから 

16 子育て環境が良い 文化•芸術活動が活発 文化•芸術活動が活発 

17 
住宅が用意されていたから 
（社宅、家族と同居、家族の持家） 

子育て環境が良い 小中高などの教育環境が良い 

18 小中高などの教育環境が良い 
公共施設（図書館、スポーツ施
設等）が豊富 

配偶者が住んでいた、または親
族・知人が近くに住んでいる 

19 保育園の整備状況が良い 地域コミュニティが活発 
住宅が用意されているから 
（社宅、家族と同居、家族の持家） 

20 地域コミュニティが活発 小中高などの教育環境が良い 子育て環境が良い 

21 文化•芸術活動が活発 
道路•下水道などの都市基盤が
整備されている 

保育園の整備状況が良い 

22 その他 その他 その他 
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２）あなたの日頃の生活について、大切にしていることや共感している生活観やライフスタ

イルについて ［区内：問 13-1、転入者：12-1、区外：問 11-1］ ※区内居住者の結果

で回答数の多い項目順 

・「生活利便性重視」において、区内居住者及び転入者の結果では最も多いものの、北区外に居住してい

る方の結果をみると 3 番目となっています。区外居住者においては、「定住志向」が約 44％と最も高

く、次に「プライベート重視」が約 41％となっている。 
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３）利用しているサービスについて ［区内：問 14、転入者：13、区外：問 12］ 

※区内居住者の結果で回答数の多い項目順 

転入者調査の結果をみると、「ネット通販」や「サブスク（音楽・動画・電子書籍）」、「フードデリバ

リー（出前）」、「カーシェアリング」、「シェアサイクル（自転車）」、「コワーキングスペース」が区内居

住者や区外居住者の調査結果と比べて高くなっています。近年みられるサービスを利用している方が

多くなっている。転入者調査の回答者年齢をみると 29 歳以下が約 35%、3０～39 歳が約 32％（合

わせて約 6 割）を占めていることも要因として考えられる。 

 

 
 

 


